
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

 

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等
、
同
制
度
の
利
用
者
や
親
族
後
見
人
等

を
支
援
す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
意
思
決
定
支
援
・
権
利
擁
護
及
び
不
正
の
発
生
の
未
然
防
止
を
図

る
と
と
も
に
、
制
度
の
運
用
上
の
課
題
の
把
握
・
開
示
、
関
係
機
関
に
お
け
る
情
報
共
有
な
ど
、
制
度
の
透
明
性
を
高
め
る

よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

二 

成
年
後
見
制
度
を
、
同
制
度
の
利
用
者
が
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き
る
も
の
と
す
る
た
め
、
高
齢
者
及
び
障
害
者
の
特
性
に

応
じ
た
意
思
決
定
支
援
の
在
り
方
な
ど
を
始
め
と
し
た
制
度
全
般
の
運
用
等
に
係
る
検
討
に
お
い
て
、
高
齢
者
及
び
障
害
者

の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

 

三 

成
年
後
見
人
等
の
事
務
の
監
督
体
制
を
強
化
し
、
成
年
後
見
人
等
に
よ
る
不
正
行
為
の
防
止
を
よ
り
実
効
的
に
行
う
た
め
、

家
庭
裁
判
所
、
関
係
行
政
機
関
及
び
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
必
要
な
人
的
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
十
分
に

講
ず
る
こ
と
。 

 

四 

市
区
町
村
が
実
施
す
る
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基
本
計
画
の
策
定
や
、
地
域
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
資
す
る
中
核
機
関
の
整
備
な
ど
の
取
組
に
対
し
、
適
切
な
支
援
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

五 

障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
第
十
二
条
の
趣
旨
に
鑑
み
、
成
年
被
後
見
人
等
の
自
己
決
定
権
が
最
大
限
尊
重
さ
れ
る
よ

う
、
現
状
の
問
題
点
の
把
握
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
必
要
な
社
会
環
境
の
整
備
等
を
図
る
こ
と
。 

令
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六 

障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
第
三
十
九
条
に
よ
る
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
委
員
会
か
ら
の
提
案
及
び
一
般
的
な
性
格

を
有
す
る
勧
告
が
行
わ
れ
た
と
き
に
は
、
障
害
者
を
代
表
す
る
団
体
の
参
画
の
下
で
、
当
該
提
案
及
び
勧
告
に
基
づ
く
現
状

の
問
題
点
の
把
握
を
行
い
、
関
連
法
制
度
の
見
直
し
を
始
め
と
す
る
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

七 

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
専
門
家
会
議
等
を
始
め
と
し
て
、
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の
実
施
及
び
そ
の
監
視
に
当

た
っ
て
は
、
同
条
約
第
四
条
第
三
項
及
び
第
三
十
三
条
第
三
項
の
趣
旨
に
鑑
み
、
障
害
者
を
代
表
す
る
団
体
の
参
画
を
一
層

推
進
し
て
い
く
こ
と
。 

 

八 

障
害
者
を
代
表
す
る
団
体
か
ら
の
聴
き
取
り
等
を
通
じ
て
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
及
び
被
補
助
人
の
制
度
利
用
に
関

す
る
実
態
把
握
を
行
い
、
保
佐
及
び
補
助
の
制
度
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

九 

本
法
に
よ
る
改
正
後
の
諸
法
に
お
い
て
各
資
格
等
の
欠
格
事
由
を
省
令
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
障
害

者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
や
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
抵
触
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
制
定
に
当
た
っ
て
は
、
障
害
者
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

 

十 

障
害
者
の
社
会
参
加
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
障
壁
の
除
去
の
た
め
の
合
理
的
配
慮
の
提
供
に
つ
い
て
今
後
も
検
討
を

行
う
こ
と
。 

 

十
一 

本
法
成
立
後
も
「
心
身
の
故
障
」
に
よ
り
資
格
取
得
等
を
認
め
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
法
律
等
に
つ

い
て
、
当
該
規
定
の
施
行
状
況
を
勘
案
し
今
後
も
調
査
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
、
当
該
規
定
の
廃
止
等
を
含
め
検
討
を
行

う
こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 


